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健 康 ＆ 福 祉

福祉事務所からのお知らせ

全血
１０:００～１２:００ロックシティ佐沼

ショッピングセンター ※1/5 
１３:００～１６:３０

全血
１０:００～１３:００迫 リ コ ー ㈱

21 
１４:３０～１６:３０国立療養所　東北新生園

全血
１０:００～１２:００登 米 総 合 体 育 館

30 
１３:３０～１６:００みやぎ生協　加賀野店

 ※１８歳以上の人は、400ml献血のみの受け付けとなります

 【問い合わせ】　
　　市民生活部健康推進課　健康推進係　
　　　　緯 0220（58）2116

大切な“いのち”を守るため
　　　　  献血にご協力ください

休日急患当番医　緯 0220（22）2084（医師会）

緯０２２５（７６）２０２３豊里町豊 里 病 院1/6

緯０２２０（４５）２３０１東和町米 川 診 療 所１３

緯０２２０（２１）１３８０迫 町上 杉 皮 膚 科 医 院１４

緯０２２０（２２）６５０８迫 町二 瓶 内 科 胃 腸 科 医 院２０

緯０２２０（２２）１１５５迫 町田 中 医 院２７

緯０２２０（５２）２１７５登米町登 米 病 院2/3

　 診療時間　９：００～１７：００
休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（24時間）
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母子健康手帳の交付・妊産婦相談
毎週月曜日　8：30～11：30

　母子健康手帳は原則として、住所地の総合支所市民福

祉課健康づくり係で交付します。上記以外においでの際

は、事前にご連絡ください。

　また、妊産婦の健康相談も行っています。気軽にご相

談ください。電話での相談も、随時受け付けしています。

登米市障害者自立支援協議会を設立しました

障害者就業相談のお知らせ

【相談日】　１月２２日（火）

【場所・時間】　津山総合支所　午前１０時～正午

　県登米保健福祉事務所　午後１時～３時

【申し込み】　予約制です。お住まいの総合支所市民福祉課市民

　福祉係へお申し込みください。

【問い合わせ】　福祉事務所社会福祉課　障害福祉係

　　　　　　　緯 0220（58）5551

　　　　　　　各総合支所市民福祉課　市民福祉係

【問い合わせ】　福祉事務所社会福祉課　障害福祉係　緯 0220（58）5551　胃 0220（58）2375

　市障害者自立支援協議会は、障害のある人への個別支

援におけるニーズや課題を明確にし、その解決に向けた

協議・検討を行い、福祉サービスの開発・改善につなげ

るため市が設置するものです。

　医療機関や社会福祉法人、迫養護学校、ハローワーク

迫、民生委員協議会などのネットワークにより、障害者

自立支援法が目指す「障害のある人が普通に暮らせる地

域づくり」を共通の目的として、多様な支援を行い、地

域の課題を共有しながら解決していきます。

　協議会は、継続的な支援と経過をつかみやすくするた

めに、次の４つの支援部会で構成され、具体的な対応策

を迅速に検討します。

◆例えば…

　在宅で生活している障害者で、介護者の高齢化による

生活不安についての相談をヘルパーが受け、その報告を

協議会が受けた場合⇒
　くらし支援部会を開催し、ヘルパー事業者・医療機関・

民生委員・障害者施設事業者などが集まり、より現実に

即した声を反映させ、地域で安心して生活できるように

具体的な支援策を検討します。

▲１２人の委員に井林副市長が委
嘱状を交付しました

▲具体的な支援策を検討した第
１回こども支援部会

①こども支援部会　　　　②しごと支援部会

③くらし支援部会　　　　④なかま支援部会

23 Jan.2008

はたちの献血
キャンペーン実施中

申し込み電話番号担　当場　所日（曜）地区

緯 0220（22）5554医　師迫保健センター３１日（木）迫

緯 0220（52）5054カウンセラー登米保健センター２５日（金）登　米

緯 0220（53）4112医　師東和地域福祉センター１５日（火）東　和

緯 0220（34）2311カウンセラー中田保健福祉会館１６日（水）中　田

緯 0225（76）4113カウンセラー豊里健康管理センター９日（水）豊　里

緯 0220（55）2112家族相談士米山総合支所２４日（木）米　山

緯 0228（34）2112医　師石越総合支所１０日（木）石　越

緯 0220（58）2113家族相談士南方保健センター１０日（木）南　方

緯 0225（61）5011カウンセラー登米保健センター２５日（金）津　山

不明な点は、各総合支所市民福祉課　健康づくり係までお問い合わせください

１月の「こころの相談」

●眠れない、気分が落ち込む、イライラする
●家庭や職場、学校などで対人関係がうまくいかない
●人との付き合いがおっくうだ　　　　　　　●お酒がやめられない
●物忘れが気になる、認知症による問題行動でどうしたらいいか分からない
●精神疾患を抱えている本人や家族、関係者など

相談は無料で、秘密は守られます。
また、事前に申し込みが必要です。　※居住地以外のところでも相談できます。

一人で悩まずに相談を

　１月１日から２月２９日までの

２カ月間「はたちの献血キャン

ペーン」を実施します。　

　「はたち」の記念に献血にチャ

レンジしてみませんか。　

　県内で必要なすべての血液製

剤を県民の献血により確保する

ことを目指しています。冬季は

特に血液が不足しています。

「献血は身近にできるボラン

ティア」です。ご理解とご協力

をお願いします。

　また、輸血の安全性を高める

ため、400ml 献血へのご協力を

お願いします。

【問い合わせ】

　市民生活部健康推進課

　健康推進係

　緯 0220（58）2116

　今シーズンのインフルエンザは、例年より早い時期から発生しており、すでに流行が始まっ

ています。みんなで小さなエチケットを守り、予防と広めないようにしましょう。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳咳エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力「咳エチケット」にご協力をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

～インフルエンザ対策は、予防と周りに広めない配慮から～

咳やくしゃみをす

るときは、ティッ

シュで口と鼻を覆

いましょう。

使用したティッ

シュは、袋などに

入れて、ふた付き

ごみ箱に捨てま

しょう。

咳などの症状があ

る場合は、人がい

るところではマス

クをしましょう。

料理・食事の前や

トイレ・外出後は

もちろん、咳やく

しゃみをした後は、

よく手を洗いま

しょう。

エチケット

１

エチケット

２

エチケット

３

エチケット

４

纂かぜやインフルエンザは、ウイルスにより人から人に移る感染症です。咳やくしゃみはウイルスを含んだし

ぶきが２～３ｍ飛び散り、広がっていきます。人ごみへの外出は、できるだけ控えましょう。

纂外出後の、うがい・手洗いを日常的に行いましょう。

纂十分に栄養や睡眠をとり体の抵抗力を高め、体調管理をしましょう。

纂インフルエンザの予防接種については、お近くの医療機関にご相談ください。

　※予防接種の効果がでてくるまで、接種後２週間程度を要します。

かぜ・インフルエンザの予防法


